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今月の特集

平城貝塚第 6次発掘調査で多大な成果
表紙写真：柏地区のお田植え祭り
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愛は南から
　「こんな風貌ですけど、食べ物の大切さや命の尊

さを考えながら、まじめに畜産に取り組んでるんで

すよ」。笑いながらこう話す池田一
か ず な り

成さん(広見)が、

4月に行われた「第18回愛媛県子牛品評会」の去勢

の部で一等賞を獲得しました。このほかにも、県内

外で数多くの肉牛関係の賞を受賞している池田さん

は、「愛情込め、こだわって育てた肉牛を、いつか地

元の皆さんに食べてもらいたい」と夢を語ってくれ

ました。

町長の行動
4 月
16 日 県プロスポーツ地域振興協議会総会 ( 松山市 )
17 日 コープえひめとの災害時の物資供給協力に関する協定調印式
19日 行政協力員総会
20日 砥部焼まつり開幕式 ( 砥部町 )、県植樹祭 ( 西予市 )
21 日 北の湖杯少年相撲大会 ( 宇和島市 )、町消防団退団式・辞令交付式
23日 県防犯協会連合会理事会 ( 松山市 )、
　　  第 1 回町イメージキャラクター選考会
25日 町村会全員連絡会 ( 伊方町 )
26 日 第 2回町イメージキャラクター選考会、うみらいく愛南開所行事
27日 町消防団一本松方面隊第 3分団正木支部消防詰所落成祝賀会
29日 愛媛 FCマッチタウン ( 松山市 )
30 日 くにひろ育英会理事会、県建設業協会南宇和支部通常総会
　　  など
5 月
 2 日 愛媛大学医学部社会医学 I実習説明会 ( 東温市 )
 4 日 一本松少年剣道大会
 7 日 宇和島地方家畜衛生推進協議会監査
 8 日 地方自治懇談会 ( 松山市 )
 9 日 きなはいや杯クロッケー交流大会、町体育協会総会
10日 日本食研訪問 ( 今治市 )、町 PTA連合会総会
13 日 県フリーゲージトレイン導入促進期成同盟会定時総会 ( 松山市 )、
　　  県立南宇和病院医師歓迎会・意見交換会
14日 宇和島地方家畜衛生推進協議会役員会・通常総会 ( 宇和島市 )
15 日 県市町村職員年金者連盟南宇和支部総会、南宇和猟友会総会 など

愛南町の人口
平成 25 年 5 月 1日現在

10,816 戸世帯数 11,364 人男 12,876 人女24,240 人人口

愛媛 FCマッチタウン記念品贈呈

うみらいく愛南開所式
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　南宇和カラオケ愛好会 (松岡利
とし ひ こ

彦

会長、写真右) 主催の「第 46 回福

祉チャリティー東日本大震災復興

支援歌舞踊発表会」が御荘文化セン

ターで開催されました。集まった

義援金は、町社会福祉協議会 (尾崎

利
と し お

男会長、写真左)を通じて被災地

に届けられました。(4/21)

　正木地区の篠山 (1,065m) 山頂付近で、今年もアケボノツツジが淡いピ

ンク色の花を咲かせました。近年花芽が減少していますが、今年は、ここ

数年のうちでは多くの花を付け、登山者の目を楽しませました。(4/20頃 )

　ニンジニアスタジアム（松山市）で、
愛媛 FCと V. ファーレン長崎の J2公
式戦が愛南町と伊方町のマッチタウ
ンゲームとして開催されました。試合
前のセレモニーでは、一本松少年サッ
カークラブの 1、2年生 11名がエス
コートキッズを務めました。(4/29)

　山間地域ならではの棚田が広が
る山出地区の田植えの風景です。
同地区では、先人たちが作り上げ
残してくれた棚田をしっかりと受
け継ぎ、その美しい景観を守り続
けています。(4 月下旬 )

　御荘 B&G海洋センター体育館は

竣工から20年が経過し、今年度改

修工事を予定しています。B&G財

団 ( 東京都、梶田功
いさお

会長 ) は、こ

の工事費用に対して助成上限額の

2,440万円の助成を決定し、財団の

広渡英
ひで は る

治理事長から清水町長に決

定通知書が授与されました。(5/18)

　障害者の社会参加や理解を深めて
交流の輪を広げようと、南宇和障害
者の社会参加を進める会主催による
「第18回あまなつコンサート」がス
トックハウス平山寮で開催され、町
内外の10団体が歌や演奏などを披
露しました。(4/27)
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地
中
に
眠
る
古
代
の
ロ
マ
ン 

　
〜
平
城
貝
塚
第
6
次
発
掘
調
査
で
多
大
な
成
果
〜

　
四
国
最
大
級
の
貝
塚
遺
跡
と
し
て
そ
の
名
が
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
平
城
貝

塚
。
そ
の
歴
史
は
大
変
古
く
、
貝
塚
の
発
見
は
今
か
ら
約
1
2
0
年
前
の
明
治
24

年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
平
城
貝
塚
は
、
遺
跡
の
範
囲
や
遺
物
の
包
含
量
か
ら
名
実
と
も
に
四
国
を
代
表

す
る
縄
文
遺
跡
と
い
え
、
昭
和
29
年
の
第
1
次
調
査
か
ら
こ
れ
ま
で
計
5
回
の
調

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
第
6
次
調
査
は
愛
媛
大
学
考
古
学
研
究
室
の
協

力
に
よ
り
、
平
成
25
年
3
月
14
日
（
木
）
か
ら
26
日
（
火
）
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
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平
成
23
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た

「
平
城
貝
塚
発
見
1
2
0
周
年
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、

貝
層
の
分
布
範
囲
、
貝
塚
外
周
に

広
が
る
と
予
想
さ
れ
る
居
住
域
、

生
産
活
動
域
や
墓
域
等
の
確
認

が
、
今
後
の
平
城
貝
塚
の
価
値
を

高
め
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
愛
媛
大
学
考
古
学
研

究
室
で
は
、
貝
塚
周
辺
に
お
け
る

空
間
利
用
の
把
握
を
第
一
目
標
に

掲
げ
て
町
教
育
委
員
会
と
と
も
に

準
備
を
進
め
、
平
城
貝
塚
記
念
碑

付
近
を
ポ
イ
ン
ト
に
定
め
て
第
6

次
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。      

　
今
回
の
発
掘
調
査
は
、
発
見
後

初
の
記
念
す
べ
き
学
術
発
掘（
注
1
）

と
な
り
ま
し
た
。

（
注
1
）
特
定
の
目
的
の
た
め
専
門
家
集

団
が
行
う
発
掘
の
こ
と
。

第 6次発掘調査の状況。平城貝塚における貝層南端部の確定を目的として第 1調査区 ( 写真手前 ) を、貝層の外周における空間利
用の検証を目的として第 2調査区 ( 写真左奥 ) の調査を行いました。

遺構の内部を手作業で丁寧に掘削します。非常に繊細な技術を
必要とします。

土壌採取、水洗、乾燥、分類の一連の作業は、手間のかかると

ても細かな作業です。今回の調査でも、縄文土器片や大分県姫

島産黒
こくよ う せ き

曜石片等が出土しました。

掘削作業水洗選別作業

2 区

1 区

平
城
貝
塚
第
6
次
発
掘
調
査
実
施
の
経
緯
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配
は い せ き ど こ う ぼ

石土壙墓の調査状況 (2 区 )

貯
ち ょ ぞ う け つ

蔵穴の調査状況 (1 区 )

2 区の調査状況

柱
ち ゅ う け つ

穴の調査状況 (2 区 )
柱穴の角度から、上図の位置に平
地式住居が立地していたことが推
測されます。

貝塚南側の測量と発掘成果
( 提供 : 愛媛大学考古学研究室 )
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第
6
次
調
査
を
終
え
て

　 

今
回
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
貯
蔵
穴
を
有
す
る
居

住
区
間
を
確
認
す
る
事
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
配

石
土
壙
墓
の
発
見
に
よ
り
、
墓
域
を
確
認
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
縄
文
時
代
の
御
荘
平

城
に
お
け
る
人
々
の
暮
ら
し
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て

き
ま
し
た
が
、
全
容
が
解
明
さ
れ
る
に
は
、
今
回
の

発
掘
成
果
の
分
析
に
加
え
、
更
な
る
調
査
研
究
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
多
く
の
方
々
に
「
平

城
貝
塚
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
今
後
「
平

城
貝
塚
」
を
保
護
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
上
で
非

常
に
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
の

学
び
の
場
の
提
供
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

平城貝塚周辺で
暮らした人々
このイラストは縄文時代の
人々の暮らしをイメージ
したものです。

第
6
次
調
査
の
成
果
と
は

　
○
基
本
的
な
層
序（
地
層
の
順
序
）に
つ
い
て

　
地
表
面
か
ら
約
20
㎝
掘
り
下
げ
る
と
、
近
現
代
の
土
層
が
姿
を
現
し
ま
す
。

　
こ
の
発
掘
調
査
区
は
旧
御
荘
町
中
心
部
に
位
置
す
る
た
め
、
宅
地
化
等
の

影
響
か
ら
、
地
表
下
約
50
〜
60
㎝
前
後
ま
で
近
現
代
層
が
展
開
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
層
の
下
に
は
縄
文
時
代
後
期（
平
城
式
期
前
後
）
に
相
当
す
る
良
好

な
生
活
面
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

3月23日（土）には、愛媛大学考古学研究室の幸
こいずみ

泉満
み つ お

夫准教
授による現地説明会が行われ、今回の調査による成果が報
告されました。

　
○
貝
層
南
側
の
集
落
構
造

　
今
回
の
調
査
の
結
果
、
当
初
貝
層
の
南

端
付
近
と
想
定
し
て
い
た
第
1
、2
調
査
区

周
辺
は
近
現
代
層
の
影
響
に
よ
り
既
に
純

粋
な
貝
層
が
遺
存
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
土
層
内
に
貝
類
等
の
混
入
が
確
認
で

き
た
こ
と（
0
〜
2
%
）
で
、
概
ね
第
1
調

査
区
付
近
が
貝
層
分
布
の
南
端
ラ
イ
ン
で

あ
る
こ
と
が
把
握
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
貝
層
の
南
端
部
よ
り
外
に
居
住
空

間（
貯
蔵
穴
や
平
地
式
住
居
跡
の
一
部
等
）

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
そ
の
南

側
に
は
墓
域
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
縄

文
時
代
の
お
墓
で
あ
る
配
石
土
壙
墓（
は
い

せ
き
ど
こ
う
ぼ
）
は
約
80
㎝
×
約
1
、5
m
〜

2
m
程
度
と
予
想
さ
れ
、
内
部
か
ら
は
縄
文

土
器
片
や
大
分
県
姫
島
産
黒
曜
石
片
等
が

出
土
す
る
な
ど
、
良
好
な
遺
存
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

遺
構
は
約
3,
5
0
0
年
前
の
縄
文
時
代
後

期
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
貝
塚
形
成

期
の
様
子
を
解
明
す
る
上
で
、
大
変
貴
重

な
成
果
を
得
た
と
い
え
ま
す
。
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原
は ら

田
だ

　達
た つ

也
や

（緑乙）
総務文教常任委員

　地場産業である農林水産
業の振興に努めます。安定
した所得が確保できるよう
愛南町特産品の生産、ＰＲ
に取り組みます。人口減少
に歯止めをかけ、若者たち
が地元愛南町で夢と希望を
持って生活できる環境づく
りに努めます。

新
議
員
を

　
紹
介
し
ま
す

　
去
る
４
月
14
日（
日
）に
行
わ
れ
た
愛
南
町
議
会

議
員
選
挙
に
当
選
し
た
16
名
の
議
員
の
皆
さ
ん

に
今
後
の
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

※
枠
内
の
数
字
は
議
席
番
号
で
す
。

　
議
席
番
号
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

①

草
く さ

木
き

原
は ら

　由
よ し

幸
ゆ き

（僧都）
総務文教常任副委員長

　恵まれた愛南の自然を大
切にし、自慢できるふる里
づくりをめざします。
　防災対策、少子高齢化問
題、有害鳥獣対策には強い
関心を持ち続け、住民の目
線で取り組んでまいりま
す。

③

渡
わ た

邊
な べ

　知
と も

彦
ひ こ

（長洲）
産業厚生常任副委員長

　住みよい町づくりをめざ
し、まず県立南宇和病院が
総合病院の機能を果たせる
ようにすること。農林水産
物の付加価値を高めるため
の設備投資を行い、働く場を
提供すること。議会の活性
化を図り、行政に対しての
チェック機能を果たすこと。
　皆で仲良く活動に励む。

④

坂
さ か

口
ぐ ち

　直
な お

樹
き

（緑乙）
総務文教常任委員

　誠実第一、行動第一で町
民の皆様の声を大切に町政
に反映します。
・防災減災の町づくりに取
り組みます。
・子育てしやすい町づくり
をめざします。
・高齢者が住みよい町づく
りをめざし、一生懸命全力
で取り組んでまいります。

②

山
や ま

下
し た

　太
た い

三
ぞ う

（御荘平城）
議会運営委員・産業厚生常任委員長

　「初心忘るべからず」の
思いで、3期目も頑張りた
いと思っています。

⑤

濱
は ま

本
も と

　元
も と

通
み ち

（御荘平城）
産業厚生常任委員

　人のつながりを大切に
し、雇用の創出、医療・福
祉、安心して暮らせる町づ
くりを「心がまえ」とし、
取り組んでまいります。

⑦

内
う ち

倉
く ら

　長
ちょうぞう

蔵
（正木）

産業厚生常任委員

　議員の最大の任務は、町
の発展と町民の生活の改善
向上にあります。私は、常
に町民の立場・目線に立っ
て個々の現象を批判し、あ
るいは提唱して最善を尽く
したいと念願しています。

⑧

中
な か

野
の

　光
み つ

博
ひ ろ

（樽見）
議会運営委員・総務文教常任委員長

　町民の皆様に対して、公
平公正でありたいと思いま
す。
　議員として、町民の皆様
に理解をいただける判断を
いたしたいと思っていま
す。

⑥

那
な

須
す

　芳
よ し

人
と

 
（油袋）

議会運営委員長・総務文教常任委員

　住民の皆様の声を町政に
届けます。お一人お一人の
小さな声を聞き漏らすこと
なく、住民の目線で住民の
代弁者として、愛南町に住
んで良かったと思える町づ
くりに汗を流します。

⑨

増
ま す

元
も と

　久
ひ さ

男
お

（柏崎）
総務文教常任委員

　我がふる里、愛南町の将来
を見据えた中で、地域の特性
を生かした「活力ある町づ
くり」に努めてまいります。
・水産農林業の振興と発展
・新規事業への積極的支援
・雇用の創出 等
　今すべき事、将来に向け
てなすべき事、情熱を持っ
て取り組んでまいります。

⑩
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第
２
回
町
議
会
臨
時
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
本
庁
議
場
で
、
平
成
25
年
第
２
回
町
議
会
臨

時
会
を
開
催
し
、
議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
を

行
い
ま
し
た
。
議
員
全
員
に
よ
る
無
記
名
投
票
の
結
果
、

議
長
に
山
下
正ま

さ

敏と
し

議
員
、副
議
長
に
宮
下
一い

ち

郎ろ
う

議
員
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
を
選
任
し
た
ほ
か
、
宇
和
島
地
区
広
域
事

務
組
合
議
会
議
員
、津
島
水
道
企
業
団
議
会
議
員
、篠
山

一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員

　
（
敬
称
略
、
平
成
25
年
５
月
１
日
選
任
）

宇
和
島
地
区

広
域
事
務
組
合
議
員

山
下
　
正
敏

宮
下
　
一
郎

土
居
　
尚
行

斎
藤
　
武
俊

津
島
水
道
企
業
団
議
員

山
下
　
正
敏

篠
山
小
中
学
校
組
合
議
員

山
下
　
正
敏

中
野
　
光
博

草
木
原
由
幸

 5/
     1

斎
さ い

藤
と う

　武
た け

俊
と し

（御荘平城）
産業厚生常任委員

　住民の悩みと声を汲み取
りながら議論を重ね、住民
全体の福祉向上と愛南町の
活力のある発展をめざし、
その実現に向けて努力しま
す。議会の使命である「具
体的な政策の最終決定」と
「行財政運営の批判と監
視」を達成できるよう、議
員として努力します。

⑪

吉
よ し

村
む ら

　直
な お

城
き

（中川）
議会運営委員・総務文教常任委員

　未来ある子どもたちのた
めに、将

あ

来
す

の愛南町のため
に、今。
・若者の雇用の場の確保
・県立南宇和病院の医師確保
　議員として「是々非々」の
立場で臨み、議会の役目を
しっかりと果たせるよう、
より開かれた議会になるよ
う、努力していきます。

⑫

土
ど

居
い

　尚
な お

行
ゆ き

  
（広見）

議会運営委員・産業厚生常任委員

　今回の任期中に愛南町
が誕生して10年を迎えま
す。子どもさんから高齢者
の方々まで、合併して本当
に良かったと皆様が実感で
きる町づくりのために、正
確に情報を発信し、確実に
行動します。

⑬

宮
み や

下
し た

　一
い ち

郎
ろ う

（平碆）
副議長・産業厚生常任委員

　第一次産業の育成と振
興、保健福祉の充実を図る
とともに、行財政を厳しく
チェックし、町民の皆様の
負託に応えられる議会運営
に取り組み、安心して暮ら
せる町づくりに努めてまい
ります。

⑮

山
や ま

下
し た

　正
ま さ

敏
と し

（中浦）
議長・総務文教常任委員

　安心して暮らせる愛南
町、みんなが希望を持てる
愛南町をめざして、愛南町
の活性化に全力で取り組み
ます。

⑯

西
に し

口
ぐ ち

　　孝
たかし

（中川）
議会運営副委員長・産業厚生常任委員

“いのち、暮らし、一番の
町政へ”をテーマに議会の
内外で頑張ります。
・国保税、介護保険料や利
用料の負担軽減。・中学校
卒業までの医療費無料化。
・デマンド交通システムで
気軽に外出できるまちに。
・自然エネルギー利活用に
よる新産業と雇用の創出を。

⑭
小
中
学
校
組
合
議
会
議
員
を
選
出
す
る
選
挙
を
行
い
ま

し
た
。
続
い
て
、
町
監
査
委
員
に
斎
藤
武た

け

俊と
し

議
員
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
、町
税
条
例
、町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
原
案
の

と
お
り
承
認
し
ま
し
た
。
新
消
防
庁
舎
建
設
予
定
地
の

民
有
地
購
入
費
を
含
ん
だ
平
成
25
年
度
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
は
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。
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地区名 行政協力員名

菊川第１ 輔　田　敏
とし

　行
ゆき

○副

菊川第２ 桐　林　嘉
か

久
く

一
いち

○副

菊川第３ 尾　﨑　光
みつ

　由
よし

○副

菊川第４ 西　川　忠
ただ

　男
お

平　山 清　水　智
とも

　生
お

長　洲 長　岡　健
たけ

　道
みち

長　崎 北　倉　明
あき

　光
みつ

○副

貝　塚 吉　田　　　順
じゅん

○副

八幡野 吉　田　俊
しゅんいちろう

一郎

本　町 岡　　　　　勲
いさお

○副

寺新町 三　好　睦
むつ

　人
ひと

○副

栄　町 松　本　敏
とし

　秋
あき

○副

地区名 行政協力員名

上　町 鷹　野　正
まさ

　志
し

馬　場 尾　﨑　　　健
たけし

○副

下永ノ岡 尾　﨑　友
とも

　一
いち

上永ノ岡 尾　﨑　宏
ひろ

　史
し

○副

和口第１ 安　藤　勝
かつ

　利
とし

和口第２ 坂　尾　英
えい

　治
じ

○副

長月第１ 吉　村　隆
たか

　典
のり

○副

長月第２ 濱　田　辰
たつ

　也
や

○副

長月第３ 福　村　　　久
ひさし

○副

長月第４ 髙　橋　純
じゅん

  一
いち

節　崎 倉　田　健
けん

　二
じ

馬　瀬 尾　﨑　憲
のり

　男
お

地区名 行政協力員名

深　泥 椙　山　　　 力
ちから

防城成川 高　平　新
しん

　一
いち

○副

赤　水 中　田　雅
まさ

　信
のぶ

高　畑 岡　﨑　政
まさ

　夫
お

○副

尻　貝 赤　﨑　　　登
のぼる

○副

奥の谷 濵　田　久
ひさ

　美
み

○副

中の谷 佳　倉　　　 功
いさお

高　手 河　野　　　永
ひさし

○副

灘　前 松　本　紀
き み お

美男○副

左右水 中　尾　敏
とし

　克
かつ

○副

猿　鳴 山　田　　　毅
つよし

○副

地区名 行政協力員名

正　木 小　川　　　 正
ただし

増　田 武　田　　　 德
のぼる

小　山 東　峯　　　 章
あきら

地区名 行政協力員名

中　川 田　中　一
かず

　光
みつ

広　見 大　西　吉
よし

　久
ひさ

上大道 宮　下　敏
とし

　夫
お

地区名 行政協力員名

満　倉 森　岡　知
とも

　昭
あき

一本松 山　口　修
しゅう

  兒
じ

組　名 副行政協力員名

下組第一 仲　野　雅
まさ

　彦
ひこ

下組第二 植　松　惣
そう

　治
じ

徳　田 宮　下　　　 衛
まもる

宮　川 黒　岩　松
まつ

　秀
ひで

本　村 所　谷　喜
よし

　雄
お

御在所 山　本　洋
ひろ

　文
ふみ

大駄場 山　口　正
しょう

  二
じ

太　田 岡　﨑　
のり

　行
ゆき

亀之串 新　井　年
とし

　男
お

八人組 淺　岡　活
かつ

　史
し

東中屋 尾　﨑　恒
つね

　夫
お

西中屋 小　松　幹
もと

　明
あき

東中組 坂　本　幹
みき

　雄
お

中　組 中　澤　良
よし

　夫
お

西中組 徳　岡　弘
ひろ

　朗
あき

内尾串第一 宮　本　寛
ひろ

　士
し

内尾串第二 木　下　勝
かつ

　之
し

組　名 副行政協力員名

駄　場 水　野　清
きよ

　史
ふみ

岡駄場 嘉　新　満
みつ

　雄
お

名　路 大　西　藤
ふじ

　夫
お

向　山 山　﨑　慎
しん

　司
じ

久保江 岡　原　俊
とし

　機
き

東　一 山　下　　　 眞
まこと

東　二 二　宮　賢
けん

　治
じ

西　一 塚　岡　哲
てつ

　也
や

西　二 谷　平　浩
こう

　三
ぞう

坪　浜 和　泉　高
たか

　弘
ひろ

西　組 和　泉　千
ち

　晶
あき

東部第一 羽　田　義
よし

　孝
たか

 

東部第二 山　下　隆
たか

　司
し

南　部 尾　﨑　好
よし

　男
お

西　部 寺　園　秀
ひで

　樹
き

北　部 宮　﨑　和
かず

　友
とも

組　名 副行政協力員名

内尾串第三 山　田　泰
たい

　介
すけ

広　岡 德　岡　谷
たに

　満
みつ

平　畑 萩　尾　　　 司
つかさ

中　串 豊間根　一
かず

　夫
お

東小山 三　宅　礼
のり

　行
ゆき

本村第一 谷　岡　正
まさ

　雄
お

本村第二 岩　村　一
かず

　義
よし

坂　石 嘉　新　喜
よし

　文
ふみ

新　田 赤　松　　　 旭
あきら

大　又 石　山　一
かず

　法
のり

影　平 加　洲　正
ただ

　士
し

名　本 西　村　昌
まさ

　展
のぶ

奈　呂 島　津　惠
けい

　二
じ

光　野 山　本　和
かず

　弘
ひろ

茶　堂 中　尾　繁
しげ

　之
ゆき

弓　張 山　本　三
みつ

　雄
お

古　宅 岡　原　源
もと

　明
あき

※○副  は副行政協力員です。

　平成25年度の各地域の行政協力員及び副行政協力員をお知らせします。

行政協力員

御荘地域

一本松地域
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※○副  は副行政協力員です。

地区名 行政協力員名

網　代 眞　菜　忠
ただ

　敏
とし

魚神山 栗　木　実
じつ

　夫
お

油　袋 那　須　英
えい

　治
じ

家　串 壽　山　　　 斉
ひとし

平　碆 田　中　茂
しげ

　紀
き

須ノ川 河　野　　　 満
みつぐ

柏　崎 戎　﨑　南
な み お

海夫

柏 石　川　芳
よし

　洋
ひろ

地区名 行政協力員名

越　田 濱　本　富
よし

　傳
ただ

○副

弓　立 内　田　　　勝
まさる

○副

小　浦 中　田　　　 強
つよし

樫　月 清　水　牛
うし

　郎
ろう

○副

船　越 橋　岡　濟
なり

　隆
たか

○副

久　家 長　田　幸
ゆき

　雄
お

○副

下久家 池　田　俊
とし

　彦
ひこ

○副

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

○副

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

○副

小成川 小　川　一
かず

　男
お

○副

福　浦 福　田　　　久
ひさし

○副

麦ヶ浦 濵　田　三
さぶ

　郎
ろう

地区名 行政協力員名

武者泊 畑　部　又
また

　勝
かつ

○副

外　泊 吉　田　万
ま

亀
き

登
のり

○副

中　泊 吉　田　俊
とし

　廣
ひろ

○副

内　泊 林　　　　　 仁
ひとし

地区名 行政協力員名

僧　都 森　本　　　 喬
きょう

山　出 赤　松　重
しげ

　厚
あつ

梶郷上 久　德　辰
たつ

　司
じ

○副

梶郷下 増　田　　　章
あきら

○副

大道上 木　村　俊
しゅん

  介
すけ

大道下  　村　
たか

　之
ゆき

○副

樫　床 都　築　　　功
いさお

○副

樋　口 高　木　正
まさ

　夫
お

○副

西　柳 山　口　定
さだ

　記
き

○副

岡 三　原　克
かつ

　夫
お

○副

中　緑 田　口　　　勝
まさる

○副

当　時 藤　時　昌
まさ

　治
はる

○副

下　緑 谷　口　武
たけ

　章
あき

○副

左　谷 三　原　隆
たか

　司
し

○副

駄　場 山　田　健
けん

　一
いち

○副

豊　田 安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ

豊田西住宅 梶　田　政
まさ

　弘
ひろ

○副

豊田東住宅 岡　原　純
すみ

　生
お

○副

神　越 松　岡　國
くに

　男
お

○副

中の谷 長　田　照
てる

　夫
お

鼻 吉　見　　　忠
ただし

○副

下長野 宮　﨑　　　 茂
しげる

地区名 行政協力員名

石井手 清　家　權
けん

　一
いち

伊勢町 増　田　　　 稔
みのる

矢の町１ 倉　田　美
よし

　憲
のり

○副

矢の町２ 安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 増　本　茂
しげ

　樹
き

○副

中町上 西　本　哲
てつ

　生
お

○副

中町下 山　本　清
きよ

　孝
たか

北　裡 坂　本　一
かず

　光
みつ

後　１ 新　惠　忠
ただ

　吉
よし

○副

後　２ 渡　邊　真
ま さ る

佐留

後　３ 菊　地　幸
こう

　治
じ

○副

清　水 菊　池　春
はる

　朗
あき

○副

沖　１ 中　平　祥
しょう

  造
ぞう

○副

沖　２ 井　村　浩
ひろ

　司
し

松　本 中　岡　泰
やす

　典
のり

久　保 谷　平　忠
ただ

　義
よし

鳥　越 堀　　　友
とも

　一
いち

○副

中　原 高　須　正
まさ

　文
ふみ

土　居 中　田　浩
こう

　司
じ

三島団地 田　窪　基
もと

　宏
ひろ

蓮乗寺 藤　森　公
きみ

　夫
お

脇　本 吉　村　定
さだ

　託
よし

地区名 行政協力員名

中　玉 本　多　　　寶
たから

○副

大　浜  　　　一
かず

　男
お

○副

柿ノ浦 前　田　　　浩
ひろし

○副

敦　盛 氏　家　親
ちか

　裕
ひろ

岩　水 宇　佐　總
そう

　一
いち

垣　内 濵　　　良
よし

　才
き

東　浜 西　口　健
けん

　三
ぞう

○副

中　組 東　本　健
けん

太
た

郎
ろう

○副

奥　前 中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

○副

鼻　前 山　﨑　能
よし

　子
こ

○副

鯆　越 田　下　一
かず

　二
つぎ

○副

古　月 間　口　信
のぶ

　昭
あき

日　土 土　居　矢
や

　次
つぎ

○副

大寿浦 浦　川　憲
のり

　惠
よし

真　浦 幸　田　正
なお

　也
や

○副

西真浦 本　多　計
かず

　清
きよ

○副

新　浦 中　川　正
しょう

  三
みつ

○副

西海地域

城辺地域

※○副  は副行政協力員です。

内海地域
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平
成
25
年
度
消
防
団
本
部
役
員
を
紹
介
し
ま
す

■
消
防
本
部
か
ら

コ
ー
プ
え
ひ
め
と
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

■
防
災
対
策
課
か
ら

―
愛
南
町
産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
―

　
う
み
ら
い
く
愛
南
開
所
式

■
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
25

年
度
愛
南
町
消
防
団
退
団
式
並
び
に

辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
退
団
者

を
代
表
し
て
元
副
団
長
兼
内
海
方
面

隊
長
の
浅
野
泰や

す
し

さ
ん
と
元
御
荘
方
面

隊
第
３
分
団
長
の
竹
村
定さ

だ

明あ
き

さ
ん
に

感
謝
状
を
贈
り
、
新
任
幹
部
の
６
名

に
は
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
一
堂
に
会
し
た
町
消
防
団
幹
部
団

員
に
対
し
、
清
水
町
長
が
「
今
ま
で

以
上
に
防
火
防
災
に
対
す
る
住
民
へ

の
啓
発
活
動
や
災
害
に
対
す
る
訓
練

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
請
し
た
ほ
か
、
鷹
野
正ま

さ

志し

団
長
が
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
愛
南
町
と
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
え
ひ
め
（
松
本
等

ひ
と
し

理

事
長)

が
、
災
害
時
の
住
民
生
活
の
早

期
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
災
害
時
等
に
お
け
る
物
資
供
給
協
力

に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
本
町
が
必
要
な
と

き
に
必
要
な
物
資
を
購
入
し
、
集
配

業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
コ
ー
プ
え

ひ
め
が
迅
速
、
確
実
に
避
難
所
等
へ

 4/
   17

平成25年度愛南町消防団本部役員

職　名 氏　名

団長 鷹　野　正
まさ

　志
し

副団長   竹　場　　　 央
ひろし

　〃 松　岡　増
ます

　幸
ゆき

内海方面隊長 島　本　善
よし

　行
ゆき

内海副方面隊長 高　川　一
かず

　幸
ゆき

御荘方面隊長 小　松　一
かず

　好
よし

御荘副方面隊長 坂　本　譲
じょう

  司
じ

城辺方面隊長 水　本　幹
みき

　雄
お

城辺副方面隊長 木　村　俊
しゅん

  介
すけ

一本松方面隊長 長　尾　英
ひで

　生
お

一本松副方面隊長 保　田　和
かず

　文
ふみ

西海方面隊長 菅　原　千
ち

代
よ

郎
ろう

西海副方面隊長 福　山　弘
ひろ

　道
みち

　
旧
西
浦
小
学
校
を
改
修
し

て
誕
生
し
た
愛
南
町
地
域
産

業
研
究
・
普
及
セ
ン
タ
ー「
う
み
ら
い

く
愛
南
」

の
開
所
式

が
同
施
設

で
行
わ
れ
、

清
水
町
長

や
愛
媛
大

学
の
柳
澤

康や
す

信の
ぶ

学
長

な
ど
関
係

者
約
70
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
開
所
記
念
行
事

と
し
て
行
わ
れ
た
一
般
施
設
見
学
会

に
は
、
新
し
い
施
設
を
一
目
見
よ
う

と
地
元
住
民
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
、

「
い
い
施
設
が
で
き
た
。
地
元
の
活

性
化
に
つ
な
が
れ
ば
」、「
ぜ
ひ
成
功

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
期
待
を
込
め

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
、
御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
所
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
柳
澤
学
長
と
山
下
東は

る

子こ

大
東
文
化
大
学
教
授
が
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

送
り
届
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
役
場
本
庁
で
行
わ
れ
た
調
印
式
で

は
、
松
本
理
事
長
と
清
水
町
長
が
協

定
書
に
署

名
し
、
力

強
く
握
手

を
交
わ
し

ま
し
た
。

 4/
   21

 4/
   26
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愛
南
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称
を
募
集
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

選考委員会で意見を交わす委員の皆さん

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
に
３
ワ
ク
チ
ン
が
追
加
に
な
り
ま
し
た

■
保
健
福
祉
課
か
ら

〜
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
〜

　
無
料
電
話
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す

■
町
民
課
か
ら

町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
優
秀
作
品
を
発
表
し
ま
す

優秀賞

あいなちゃん

飛田　博
ひろし

さん（埼玉県）

優秀賞

あいなっち

田上弘
ひろ

恵
え

さん（香川県）

　
今
年
４
月
１
日
か
ら
、
Ｈ
ｉ
ｂ

（
ヒ
ブ
）
感
染
症
・
小
児
の
肺
炎
球
菌

感
染
症
・
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
子
宮
頸
が
ん
）
の
予
防
接

種
が
定
期
の
予
防
接
種
と
な
り
ま
し

た
。
対
象
の
方
で
、
ま
だ
予
防
接
種

を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
け

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課

℡
７
２
―

１
２
１
２

予
防
接
種
の
種
類

対
象
者

Ｈ
ｉ
ｂ（
ヒ
ブ
）感
染
症

２
か
月
か
ら
５
歳
未
満

小
児
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

２
か
月
か
ら
５
歳
未
満

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（
子
宮
頸
が
ん
）

小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
の
女
子

※
標
準
的
な
接
種
期
間
は
中
学
１
年
生
で
す
。

※
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
小
学
６
年
生
か
ら
接
種
可
能
で
す
が
、
標
準
的
接

種
時
期
は
中
学
１
年
生
で
す
。
接
種
券
等
は
中
学
１
年
生
に
な
っ
た
と
き
に
配
布
し
ま
す

が
、
小
学
６
年
生
で
の
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　町イメージキャラクター選考委
員会は、最優秀賞のほかに優秀賞
２点を選出しました。

　
６
月
24
日
（
月
）
〜
30
日
（
日
）
は
、

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
で
す
。
松
山
地
方
法
務
局
、
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
い
じ

め
・
体
罰
・
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど

も
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
受
け
付
け
る
無
料
電
話
相
談

を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

受
付
日
時
　

　
６
月
24
日（
月
）〜
28
日（
金
）

　
　
８
時
30
分
〜
19
時

　
29
日（
土
）、
30
日（
日
）

　
　
10
時
〜
17
時

電
話
番
号 

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

　
　
　
　 

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
予
約
不
要
、
携
帯
電
話
か
ら
の
相

談
も
可
能
で
す
。

問
合
せ

　
松
山
地
方
法
務
局

　
　
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８

　
　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
町
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
６
２
１
作
品

を
、
23
日
、
26
日
に
行
わ
れ
た
選
考
委

員
会
（
委
員
７
名
）
で
厳
正
に
審
査
し

た
結
果
、
黒
﨑
友ゆ

里り

さ
ん
（
島
根
県
）

が
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
を
モ
チ
ー
フ
に

考
案
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
最
優
秀
賞
に
選
出
し
ま
し
た
。
愛

南
町
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称

を
公
募
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
　
６
月
21
日（
金
）

問
合
せ

　

　
商
工
観
光
課 
℡
７
２
―

７
３
１
５

名前を

つけてね
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児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

■
保
健
福
祉
課
か
ら

受けよう　がん検診
■保健福祉課から

愛南町 健康キャラクター
げんきくん

がん検診 いつ受けるの？
今でしょ!!

(2013年がん征圧スローガン)

　
児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

児
童
手
当
制
度
の
し
く
み

　
児
童
手
当
は
、
15
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
児

童
を
養
育
す
る
家
計
の
主
た
る
生
計

維
持
者
が
申
請
し
、
住
所
地
の
市
区

町
村
長（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請

し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
月
額

　
○
３
歳
未
満

　
　
一
律 

１
５
，０
０
０
円

　
○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

　
　
第
１
子
・
第
２
子

　
　
　
　
　
　
　 

１
０
，０
０
０
円

　
　
第
３
子
以
降 

１
５
，０
０
０
円

　
○
中
学
生 

一
律
１
０
，０
０
０
円

　
※
た
だ
し
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
の
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま

で
の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
以
上

の
場
合
、
特
例
給
付
と
し
て
児
童

１
人
当
た
り
月
額
一
律
５
，０
０
０

円
を
支
給
し
ま
す
。

支
払
時
期

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６
月
、

10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
30

日
（
土
、
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の

前
日
）
の
間
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
届

け
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
に
は
、
個
別
に
現
況
届
の
通

知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
通
知
に
記

さ
れ
た
場
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

問合せ　保健福祉課 ℡７２ ―１２１２

　愛南町では、次の検診をすべて無料で行っています。定期的ながん検診の受診が早期発
見・早期治療につながります。ぜひ検診を受けましょう。

※町が実施する肺がん検診は、結核検診
も兼ねています。結核は、過去の病気と
思われがちですが、現在でも多くの方が
発症しています。特に65歳以上の方は、
年に1回は肺がん結核検診を受けましょ
う。
　受診方法等詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

愛南町が無料で行っている検診

検診の種類 対象年齢 検査方法

肺がん

40歳以上

胸部レントゲン撮影

胃がん バリウムによるレントゲン撮影

大腸がん 便潜血反応検査（便を2日分容器に取り、提出）

乳がん 乳房レントゲン撮影（上下・左右の2方向をはさんで撮影）

子宮頸がん 20歳以上 細胞診（子宮頸部の細胞をブラシで採取する）

前立腺がん 50歳以上 血液検査（腫瘍マーカーPSA測定）
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『
健
康
・
生
き
い
き
・

 

プ
ラ
ン
推
進
大
会
』
を
開
催
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

「
人
と
農
地
の
問
題
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

■
農
林
課
か
ら

「〝
脱
〞
メ
タ
ボ
の
標
語
」
を
募
集
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
ゼ
リ
ー
作
り
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
町
健
康
増
進
計
画

「
健
康
・
生
き
い
き
・
ai
プ
ラ
ン
」の
さ

ら
な
る
推
進
に
向
け
、健
康
づ
く
り
地

区
組
織
活
動
を
地
域
に
広
げ
、積
極
的

な
住
民
参
加
を
図
る
た
め「
第
４
回 

健

康
・
生
き
い
き
・
ai
プ
ラ
ン
推
進
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
22
日（
土
）

　
　
　
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容 

◆
テ
ー
マ
　「
放
っ
て
お
か
な
い 

見
逃

さ
な
い 

思
い
立
っ
た
ら 

脱
メ
ダ
ボ
」

◆
講
演
　
「
メ
タ
ボ
対
策
い
つ
や
る
か
？ 

今
で
し
ょ
！ 

〜
あ
な
た
の
血
管
大
丈
夫
？
〜
」

　
講
師
　
松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク 

　
　
　
　
松
本 

毅
つ
よ
し

院
長

◆
健
康
劇
　

　「
ラ
ジ
オ
体
操
で
脱
メ
タ
ボ
！
」

      

劇
団
　
Ａ
Ｋ
Ｇ
今
で
し
ょ
!!

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
農
業
に
は
、
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

の
「
人
と
農
地
の
問
題
」
が
あ
り
、

５
年
後
10
年
後
の
展
望
が
描
け
な
い

地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。
松
山
地
域

セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
の
未
来
の
設

計
図
と
も
言
え
る
『
人
・
農
地
プ
ラ

ン
』
の
作
成
や
就
農
者
の
増
加
、
農

地
の
集
積
を
支
援
し
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
が
話
し
合
っ
て
プ
ラ

ン
の
原
案
を
作
成
し
、『
人
・
農
地
プ
ラ

ン
』
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
次
の
よ
う

な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
、

準
備
型
）

・
農
の
雇
用
事
業（
農
業
法
人
等
）へ
の
支
援

・
農
地
集
積
協
力
金

・
規
模
拡
大
交
付
金

・
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
当
初
５
年
間

無
利
子
化 

な
ど

※
新
規
就
農
者
が
現
れ
た
と
き
、
集

落
営
農
・
法
人
を
立
ち
上
げ
て
中
心

に
な
る
経
営
体
と
な
る
と
き
及
び
引

退
を
決
意
し
て
農
地
集
積
協
力
金
を

受
給
し
よ
う
と
す
る
と
き
な
ど
は
、

『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
を
見
直
す
こ

と
で
、
同
様
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
松
山
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

１
１
８
９

　
　
農
林
課 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
平
成
20
年
度
か
ら
、国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者（
40
歳
〜
74
歳
）を
対
象
と

し
た
特
定
健
診
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
健
診
は
、生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
に
よ
る
早
期
治
療
・
解
決
に
結
び

つ
け
る
た
め
の
大
切
な
健
診
で
す
。

　
愛
南
町
で
は
、
住
民
の
皆
様
が
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く

上
で
、
特
定
健
診
へ
の
意
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
受
診
率
向

上
を
図
る
た
め
「
メ
タ
ボ
予
防
に
関

す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
愛
南
町
に
住
所
の
あ
る
方

募
集
期
間
　
〜
11
月
17
日（
日
）

※
応
募
は
１
人
何
点
で
も
可
で
す
。

テ
ー
マ
　
「
メ
タ
ボ
予
防
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
住
民
の
皆
様
が
健
康
意
識

の
向
上
を
図
れ
る
内
容
と
し
ま
す
。

そ
の
他
　
応
募
用
紙
は
町
民
課
、
各

支
所
又
は
各
公
民
館
に
あ
り
ま
す

（
愛
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）
。
な
お
、

優
秀
作
品
５
点
に
は
、
賞
状
及
び
記

念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

作
品
の
提
出
・
問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
親
子
で
楽
し
く

ゼ
リ
ー
を
作
り
ま

せ
ん
か
。
小
さ
な

お
子
さ
ん
も
大
歓

迎
で
す
。

日
時

　
６
月
16
日（
日
）

　
10
時
〜
　（
雨
天
決
行
）

場
所
　
旧
赤
水
保
育
所

定
員
　
８
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　
１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ  

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお問
い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けします。

※1回の相談人数は8人まで

で事前予約が必要です。定員

に達した場合は受付を終了

します。

　７月９日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　６月８日（土）・２６日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

■
町
民
課
か
ら

〜
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
と
展
望
〜

　
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

■
環
境
衛
生
課
か
ら

　
国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
承
認
さ
れ

る
と
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除
と
、

保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
、
残
り
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
免
除
が

あ
り
ま
す
（
一
部
免
除
に
は
４
分
の

１
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
３
免

除
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。）。

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、全
額
免

除
又
は
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、退
職（
失
業
）を
理
由
と
し
た

特
例
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
特
例
免

除
は
、申
請
す
る
年
度
又
は
前
年
度
に

お
い
て
退
職（
失
業
）の
事
実
が
あ
る
場

合
に
対
象
と
な
り
、失
業
さ
れ
た
方
の

所
得
を
除
外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い

ま
す
。
特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場

合
、雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公
的
機
関

の
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
は
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
世
帯
主
の
所

得
は
審
査
の
対
象
外
で
す
。）。

　
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
「
も
し
も
」
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
申
請
を

し
ま
し
ょ
う
。

【
免
除
等
申
請
の
サ
イ
ク
ル
】

　
免
除
等
は
、
原
則
と
し
て
申
請
日

に
か
か
わ
ら
ず
、
７
月
か
ら
翌
年
６

月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査

し
ま
す
。
た
だ
し
、
７
月
に
申
請
す

る
場
合
に
限
っ
て
、
前
年
７
月
か
ら

前
月
の
６
月
分
ま
で
の
期
間
に
つ
い

て
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で

す
の
で
、
承
認
期
間
（
〜
６
月)

が
終

了
し
た
後
も
引
き
続
き
免
除
を
希
望

す
る
場
合(

継
続
審
査
対
象
者
以
外
）

は
、
改
め
て
７
月
以
降
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０

　
　
町
民
課
　
℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　
年
金
一
日
相
談

 

○
６
月
18
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
町
内
に
お
い
て
は
、
風
力
発

電
所
や
太
陽
光
発
電
所
等
の
計
画

や
建
設
が
進
ん
で
お
り
、
住
民
の
皆

様
に
、
よ
り
深
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
環
境
問
題
に
対
す
る
一
層
の
取

組
み
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示

や
「
あ
い
あ
い
」
等
の
販
売
を
行
う

予
定
で
す
。

日
時
　
７
月
６
日（
土
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　（
開
場 

12
時
30
分
）

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

講
師
　
進
藤
勇ゆ

う

治じ

氏
（
愛
媛
県
出
身
・

技
術
評
論
家
。
元
東
京
大
学
特
任
教

授
・
元
通
産
省
企
画
官
）

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。

問
合
せ

　
環
境
衛
生
課

℡
７
２
―

７
３
１
６



p17 広報あいなん

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
に
つ
い
て

■
町
民
課
か
ら

建
築
確
認
申
請
除
外
区
域
の
廃
止
に
つ
い
て

■
建
設
課
か
ら

愛　南　町

愛南都市計画区域

建築確認申請除外区域

※平成25年12月31日限りで
廃止されます。

　
次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

に
つ
い
て
、
対
象
者
に
は
更
新
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
。
期
間
内
に
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
申
請

期
間
は
、
い
ず
れ
も
６
月
20
日
（
木
）

〜
28
日
（
金
）
で
、
町
民
課
又
は
各
支

所
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
送
付
の

更
新
申
請
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

【
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
物
　
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現

在
交
付
中
の
母
子
家
庭
医
療
費
受
給

者
証
、
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
在

学
証
明
書
、
送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
て
所
得
税
が

課
税
の
場
合
、
母
子
医
療
は
該
当
に

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得
税
が

課
税
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
該
当
と

な
り
ま
す
が
、
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
更
新
手
続
き
で
な
く
新

た
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
収
入
に
増
減
が
あ
っ
た
方
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
判
定
は
、
年
少
扶
養
控

除
廃
止
前
の
規
定
に
よ
っ
て
再
計
算

す
る
た
め
、
源
泉
徴
収
票
等
で
課
税

で
あ
る
方
も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
物
　
印
鑑
・
健
康
保
険
証
・
現

在
交
付
中
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
受
給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
合
せ

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

  

税
務
課
等
か
ら

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

1期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
り
、
宇

和
島
都
市
計
画
区
域
及
び
愛
南
都
市

計
画
区
域
に
お
い
て
指
定
し
て
い
る

「
建
築
確
認
申
請
除
外
区
域
」
は
、

平
成
25
年
12
月
31
日
限
り
で
廃
止

さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
建
築
確

認
申
請
除
外
区
域

内
で
は
住
宅
等
の

小
規
模
建
築
物
は

建
築
確
認
申
請
が

不
要
で
し
た
が
、

同
都
市
計
画
区
域

内
に
お
い
て
、
平

成
26
年
１
月
１
日

以
降
に
着
工
す
る

す
べ
て
の
建
築
物

は
、
原
則
、
建
築

確
認
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
建
築
確
認

申
請
以
外
の
建
築

基
準
法
の
適
用
は

廃
止
の
前
後
で
変

更
は
な
く
、
す
べ

て
の
規
定
が
適
用

さ
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　

　
県
南
予
地
方
局
建
築
指
導
課

　
　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１
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新副院長を紹介します
■県立南宇和病院から

県立南宇和病院 辻副院長

若
年
求
職
者
合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す

愛
媛
県
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

公
園
の
土
地
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

南
予
地
方
局
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

　今年の4月から、副院長を拝

命しました整形外科の辻浩
こう

司
じ

で

す。愛南町の皆様には、常勤医

師の激減で大変なご迷惑とご心

配をお掛けしておりますが、さ

らに今年度から、麻酔科医の応

援が週1回から月1回程度に減

ることになりました。麻酔科医

の不足は、愛南町だけでなく全

国的な問題であり、簡単には解決できません。

　そこで、最も大切なことは、愛南町民の皆様一人一

人が、今以上に健康と予防医学に真剣に取り組まれ、

できるだけ病気やけがにならないように気を付けてい

ただくことであると考えます。

　我々病院スタッフも、少ない人数で全力での治療を

行います。一緒に南宇和の医療を守っていきましょ

う。ご協力をよろしくお願いします。

愛媛県立南宇和病院副院長　辻　浩司　　

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛w

o
rk

（
愛
媛
県
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で

は
、
若
者
の
就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
県
内
企
業
約
60
社
が
参
加
す
る

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
４
日（
木
）※
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

会
場
　
県
民
文
化
会
館（
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）真
珠
の
間

対
象
者
　
新
規
大
卒
者
等（
平
成
26
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
、平
成

23
年
３
月
以
降
大
学
等
卒
業
者
）、若
年
求
職
者（
45
歳
未
満
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.a
i-w
o
rk
.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛w

ork 

℡
０
８
９
―

９
１
３
―

８
６
８
６

　
愛
媛
県
で
は
、
南
レ
ク
公
園
利
用
者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
公
園
内
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
用
地
を
無
償
で
貸
与
し
、
民
間

事
業
者
の
方
々
と
協
力
し
て
南
レ
ク
公
園
を
整
備
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
南
レ
ク
公
園
の
土
地
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。
随
時
受
付
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
※
募
集
期
間

：

８
月
16
日（
金
）ま
で

愛
媛
県
の
支
援
・
用
地
の
無
償
貸
与
・
基
盤
整
備
に
必
要
な
費
用
の
一

部
補
助
・
関
係
機
関
と
の
調
整

対
象
事
業
例
　
花
畑
、観
光
農
園
、ド
ッ
グ
ラ
ン
、Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
な
ど

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w
w
w
.p
ref.eh

im
e.jp
/n
a
n
5
4
1
4
1
/

n
an
k
en
k
ik
ak
u
/n
an
rek
u
k
ou
en
2
5
.h
tm
l)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
南
予
地
方
局 

建
設
企
画
課 

℡
０
８
９
５
―

２
８
―

６
１
４
２

お知らせ

お知らせ

あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
知
ら
せ

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
で
は
、現
在
交
際
中
の
相
手
の
い
な
い
男

女
を
対
象
に
「
あ
い
な
ん
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
22
日（
土
）19
時
〜

場
所
　
ゆ
ら
り
内
海

対
象
　
25
歳
〜
45
歳
の
独
身
男
女

募
集
人
数
　
男
女
各
15
名

参
加
費
　
男
性

：

４
，０
０
０
円
　
女
性

：

２
，０
０
０
円

応
募
締
切
　
６
月
12
日（
水
）※
必
着

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.n
a
n
p
u
.o
r.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４

お知らせ
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　パワースポット

会
長
と
し
て
一
年
を
振
り
返
っ
て

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

女
性
の
一
般
健
康
相
談
の
ご
案
内

宇
和
島
保
健
所
か
ら

－あいなん音故地新－
　4月の終わりに帰省した。毎年歌わせてもらってる「あまなつコンサート」に参加す

るため。春の愛南町はため息が出るほど美しい。東京から飛行機、電車、バスと乗り継い

での帰り道、だんだんと緑が濃くなって、空気が澄んで、潮の香りが漂って、山の間にキ

ラキラと揺れる海が見えてきたら、それだけで心がじんわり。方言を聞いてさらにほっこ

り。帰省初日の夕焼け空は、おかえりー!って歓迎されてるみたいで、その空に向かって土

手をひたすら歩いた。ふり返ると山の上にまん丸お月さま。思わず「なんてシアワセな

んやぁーーーー!!!」って叫んでしまった（笑）。通り過ぎた人、ビックリしてたんちゃうか

な??（驚かせてしまってたらゴメンナサイ!）世界中に「パワースポット」って呼ばれる場所

がたくさんある。人を癒したり、力を与えたり、気がみなぎると言われたり。あたしもい

くつかそう呼ばれる場所に足を運んだ。どこも神聖で素晴らしかった。心が満たされて、

新しい何かを得たようなそんな気持ちにさせてくれ

た。ただ…ここには敵わんかったな…。あたしにとっ

てこのふるさとが最大のパワースポットや。見渡す景

色、新鮮な野菜や魚、空気の匂い、同級生の顔、家族の

声。どこも敵わん。ふるさとには敵わん。また帰ろ

う。そして、歌おう。その日をめざして越えていこ

う。ふるさとの存在に心から感謝。（テノヒラkiku）

　
た
だ
の
主
婦
だ
っ
た
私
が
、
先
天

性
の
病
気
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た

長
女
の
た
め
に
も
頑
張
ろ
う
と
会
長

を
引
き
受
け
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

就
任
し
て
３
か
月
足
ら
ず
で
中
村
県

知
事
と
南
宇
和
病
院
の
存
続
に
つ
い

て
対
談
し
た
り
、愛
媛
新
聞
に
取
り
上

げ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
愛
南
町

の
枠
を
超
え
、い
ろ
い
ろ
な
方
に
声
を

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
皆
さ
ん
は
一
様
に
こ
の

会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
講
習
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
の
力
を
お
借
り
し
て

活
動
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
１
年
間

に
、
南
宇
和
病
院
で
の
分
娩
取
扱
い

中
止
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
知
っ
て
い

れ
ば
、
会
と
し
て
声
を
あ
げ
る
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
阻
止
で
き

た
の
で
は
な
い
か
、
と
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。

　
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
む
時
代
で

す
が
、
大
好
き
な
愛
南
町
で
み
ん

な
が
幸
せ
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
、
そ
の
手
助
け
が
で
き
る
会
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
「
愛
南
町
の
医
療
に
つ

い
て
」
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

　a
ina
n.m
a
m
oru@

g
m
a
il.com

　
宇
和
島
保
健
所
で
は
、
思
春
期
か
ら
更
年
期
ま
で
の
女
性
の
心
と
身

体
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
１
火
曜
日 

13
時
〜
15
時（
予
約
制
の
面
接
相
談
で
す
。）

　
　
　
※
電
話
相
談
は
、平
日
９
時
か
ら
17
時
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

場
所
　
宇
和
島
保
健
所（
南
予
地
方
局
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
保
健
所 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１ 

内
線
２
６
０

お知らせ
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ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。

　

7

14

21

28

THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※7月の引取日は、3日、10日、
17日、31日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

西本病院
御荘平城 TEL73-2121

福浦診療所
福浦 TEL83-0510

粉川ファミリークリニック
城辺甲 TEL72-2111

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（7月の収集は5日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（7月の収集は11日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（7月の収集は22日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（7月の収集は26日）

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　9：30～11：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●中泊集会所※
　8：00～11：00

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●僧都ふれあい交流館※
　8：00～9：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●増田コミュニティーセンター※
　  9：30～11：00
　13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●樫月集会所※    9：00～ 9：30
●越田集会所※  10：30～11：00
●内泊集会所※  13：30～14：30

特定健診・肺・胃・大腸・前立腺・肝炎検査
●山出集会所※
　8：00～10：00

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●西海町民会館　
　  9：30～11：00
　12：30～14：00
　※子宮がん検診は午後から

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●愛南漁協福浦支所　
　  9：30～11：00
　12：30～14：00
　※子宮がん検診は午後から

第65回 南宇和郡中学校
総合体育大会（第1部）
●南レク城辺球場ほか
　8：30～17：00

第9回 愛南町スポーツ
少年大会 ミニバス競技
●城辺小学校体育館
　9：00～15：00

和田寛次の蝋画展
●DE・あ・い・21
　8：30～19：00 
　（5月30日（木）～6月11日（火））

７月の主な行事予定
  1日（月）
  6日（土）

10日（水）

23日（火）
28日（日）

9：00～16：00
10：10～17：00

13：30～15：30
8：30～16：00

13：00～15：00
8：50～14：30
8：30～17：00

消費生活相談員相談日
第12回 B&G会長賞四国西南地区
　　　　　　　　　　水泳競技会
環境フォーラム
第23回 南レクグラウンド
　　　　　　　　ゴルフ愛媛大会
行政相談
第7回 南宇和郡小学校水泳競技大会
第30回 四国西南地区少年剣道大会

役場本庁
御荘B&G海洋センタープール

御荘文化センター
南レク城辺球場

城の辺学習館ほか
城辺小学校プール
一本松交流促進センター

写真好きです！！原田政章と仲間たち
●DE・あ・い・21
　8：30～19：00 ※26日（水）まで

第4回 健康・生きいき・
プラン推進大会

●御荘文化センター
　13：15～15：30

第2回 愛南町いやしの郷
トライアスロン大会
●西海地域
　13：00～17：30
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）粉川ファミリークリニック

救急病院県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院

当直医（一般内科）福浦診療所

当直医（一般内科）西本病院

当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00　

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（7月の収集は1日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（7月の収集は3日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（7月の収集は9日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（7月の収集は16日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（7月の収集は18日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（7月の収集は24日）

1歳6か月児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H23年9月1日～10月31日生まれ

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　 9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館
　9：30～11：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●油袋漁民センター※9：30～10：30
●網代集会所※  13：30～14：30

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H22年3月1日～4月30日生まれ

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●栄町集会所※
　  9：30～10：30・13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●城の辺学習館※
　  9：30～11：00・13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●新浦集会所※
　  9：30～11：00・13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●久良ふるさとセンター※
　  9：30～11：00・13：30～14：30

特定健診・肺・大腸・前立腺・肝炎検査
●須ノ川公民館※ 9：30～10：30
●平碆公民館※  13：30～14：30

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

乳・子宮頸がん検診・骨粗鬆症検診
●中泊集会所
　12：30～14：00

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療
保険から発行された特定健診受診券と健康保
険証をご持参ください。

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

第9回 愛南町
ラケットテニス大会
●御荘B&G海洋センター体育館・平城小学校体育館
　8：30～17：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁
　9：00～16：00

第8回 グリーンカップ
9人制女子バレーボール大会
●一本松交流促進センター
　9：00～15：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁
　9：00～16：00

２０１３年
平成２５年６月暮らしカレンダー

第65回 南宇和郡中学校
総合体育大会（第2部）
●南レク城辺多目的広場ほか
　8：30～16：30

第25回 愛南町
クロッケー親睦交流大会
●南レク御荘多目的広場
　12：30～16：00
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　柏地区の金峯神社近くの神
田で、25 回目となる「お田植
え祭り」が行われ、かすり姿
の可愛らしい早乙女12名 (柏
小学校 4～ 6 年生 ) が、豊作
を祈りながら田植えを行いま
した。
　この日は朝から雨模様でし
たが、神社での神事を終えた
早乙女たちが田んぼに入ると
一時的に雨があがり、男子児
童 9名の手も借りて 350㎡あ
まりの田んぼにもち米の苗を
植えました。もち米は 9月上
旬に収穫され、柏地区の敬老
会や秋祭りで使われる予定で
す。

　梅雨になると荒れ模様の天気が増える。足止めを
くった日は、窓から顔を出して、海に降る雨をぼんや
りとながめる。そんな私とカンザシヤドカリが妙にだ
ぶってしまった。
　カンザシヤドカリはサンゴに開いた穴の中に生息し
ている。そこから顔を出し、鳥の羽のような触角を振
り回して、小さなプランクトンを捕まえて食べている。
危険を感じると素早く穴の奥に隠れる。固いサンゴは、
この上なく安全な隠れ家である。
　しかし、ここで疑問が残る。一生を同じ穴の中で過
ごすのだろうか。雄と雌はいったいどこで、どのよう
に出会っているのだろうか。危険を冒して巣穴から出
るのは、やっぱり雄なのだろうか。
　海に出ることのできない休みの日は、海の不思議に
ついて考えるのにはうってつけの日なのかもしれない。

（写真 : カンザシヤドカリ 撮影場所 : 瀬の浜）

愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日! 海日和!! 　　「雨の日曜日」vol31

サンゴの穴がマイホーム

　南レク馬瀬山公園の紫電改展示館で、町遺族会 (和
泉三

み ち よ

千代会長 ) が主催する「平成 25 年度愛南町遺族
会紫電改慰霊祭」が厳かに行われ、遺族会の役員 12
名が参加しました。
　和泉会長は、「戦後日本が平和で豊かな生活を送れ
るようになったのも、ご英霊の方々の犠牲の上にあ
ることは決して忘れてはなりません。そのことを後
世に語り継ぎ、あのような悲惨な戦争を二度と起こ
さないように努力することは私たちに課せられた使
命だと心しています」と追悼の言葉を述べ、その後一
人一人が献花を行い、紫電改に向かって静かに手を
合わせました。また、猪野眞

ま き こ

喜子さん、和田鈴
す ず み

美さ
ん ( ともに福浦 ) による「御霊を鎮める踊り」もあり、
参加者は、紫電改の搭乗者のみならず戦争で命を落
としたすべての方に慰霊の気持ちを捧げました。

早乙女姿で
お田植え祭り

5/

10

紫電改搭乗者の英霊に鎮魂の思いを
5/

15

写真

4

写真

5
3
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家族で釣りを
楽しもう

5/

4

　西海地域の船越漁港周辺

で、町観光協会 ( 山下常
つ ね と み

臣会

長 ) 主催の「第 4回 愛南ファ

ミリー釣り大会」が行われ、

県内外の23家族77名が参加

しました。

　当日は、絶好の釣り日和に

恵まれたものの、水温が低かっ

たせいか「入れ食い」とはなり

ませんでしたが、親子で協力

して魚を釣りあげるなど、家

族の絆を深める一日となった

ようです。大会は釣り上げた

3匹の魚の合計重量で競われ、

エソ 3匹を釣り上げた宇和島

市の洞
ほ き

ノ上
う え

正
ま さ み

美さん家族が 2

年連続の優勝を飾りました。

ふるさとの山
篠山を守ろう
　総合的な学習の時間に篠山の
自然を守る活動について学習し
ている篠山小学校の 5、6年生 9
名が、篠山の美しい自然を守ろ
うと、篠山山頂付近で登山者に
手作りのリーフレットを手渡し
て自然保護を呼び掛けました。
リーフレットには篠山の自然保
護活動のほか、ミヤコザサが生
い茂っていた当時のことにも触
れ、篠山の美しい自然を取り戻
すための児童の思いが記されて
いました。「篠山の美しい自然を
守る活動に協力してください」
と児童からリーフレットを受け
取った登山者は笑顔で応え、ア
ケボノツツジやミヤコザサが多
く残っていた 10 数年前のこと
を思い起こしながらリーフレッ
トに目をやっていました。

4/

27 南楽荘でボラン
ティアマッサージ

5/

19

　社会福祉に貢献しようと昭

和 49 年に始まり、今年で 40

回目を迎えた「南宇和鍼灸マッ

サージ師協会南楽荘交流会」

が養護老人ホーム南楽荘で行

われました。交流会には同協

会 ( 安蔭博
ひ ろ し

会長、会員 7 名 )

から 6名が参加し、南楽荘の

入所者と世間話を楽しみなが

ら、ボランティアでマッサー

ジを施しました。

【参加された方々 ( 敬称略、順

不同 )】

安蔭博
ひ ろ し

、長谷榮
さ か え

、長谷京
き ょ う こ

子、

西田功
いさお

、丸永栄
え い い ち

一、水野和
か ず こ

子

写真

1
写真

2
写真

3

1 2

4 5
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　南レク城辺公園球技広場ほかで「愛南サッ

カーフェスティバル 2013( ユースの部 )」( 実行

委員会主催 ) が開催されました。大会には南宇

和高校をはじめ、国見高校（長崎県）を何度も全

国制覇に導いた小嶺忠
ただ と し

敏総監督率いる長崎総合

科学大学附属高校 ( 長崎県 ) など九州や四国の

強豪校 10 チームが参加しました。今大会で南

宇和高校は勝利を挙げることができませんでし

たが、強豪校に胸を借り、全国レベルの技術を

吸収しました。

　優勝は、決勝戦で高松南高校 ( 香川県 ) を下

した長崎総合科学大学附属高校でした。

サッカー王国の復活をめざして
5/3～5

剣を交えて交流を ～一本松少年剣道大会～
　一本松交流促進センターで「第 35 回一本松少年剣道大会」が開催

され、中四国の 114 チーム約 700 名の小中学生が参加して、日頃鍛

錬した「気・剣・体」を披露しました。
【大会結果は次のとおり (3 位までの本町選手のみ掲載 )】

小学生・個人戦

男女 1・2年生の部

優勝 長田雄
ゆう だ い

大 ( 平城 ) 準優勝 立花暖
は る と

大 ( 城辺 ) 3 位 松下希
き わ

和 ( 深浦 )

男子 5年生の部

優勝 児島兼
けん せ い

聖 ( 城辺 ) 準優勝 髙平貴
たか の ぶ

宣 ( 城辺 )

男子 6年生の部

準優勝 藤田脩
しゅ う と

人 ( 深浦 )

中学生・個人戦

男子 1、2年生の部

優勝 二神 啓
け い

( 一本松中 )

5/3

南宇和高校 - 宮崎工業高校

小学生個人戦入賞者
( 写真左から藤田脩人くん、児島兼聖くん、髙平貴宣くん、
立花暖大くん、松下希和さん、長田雄大くん )

　南レク御荘公園多目的広場で「第 18 回

きなはいや杯クロッケー大会」が開催され、

本町をはじめ、宇和島市、鬼北町から 58チー

ム約 180 名が参加して楽しく汗を流しまし

た。開会式では、前回大会で優勝した僧都

チームの久能正
ま さ ひ ろ

寛さんが力強く選手宣誓を

行いました。（本町から出場したチームの最

高成績は、久家 Bチームのベスト8でした。）

きなはいや杯クロッケー大会
5/9

中学生男子
1、2年の部優勝
二神 啓くん
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ミニバスケットボール大会で優勝
　鬼北総合公園アリーナほかで「第 12 回鬼北杯ミニバスケットボール大会」

が開催され、本町から愛南ミニバスケットボールクラブ (MBC) が出場しました。

大会は、県内 10 チームのほか高知県から参加した 2チームが優勝を懸けて戦

い、愛南MBC が日頃の練習の成果を発揮して見事優勝を果たしました。また、

大会優秀選手に井場木才
さ き

紀さん ( 長月小 6年 ) が選ばれました。

キラッ

あいな
んスポ

ーツ

　御荘 B&G 海洋センター体育館で「第 18 回

愛南レクバレーボール大会」が行われました。

大会は一般女子 1部 ( 年齢不問 )、一般女子 2

部(50歳以上)に分かれて行われ、1部に8チー

ム、2部に 4チームが参加して楽しく熱戦が

繰り広げられました。
【大会結果はつぎのとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

1 部 優勝  78　　　　　準優勝 ヴィアンカ

2部 優勝  カルテット　準優勝 なでしこ

愛南レクバレーボール大会

愛南MBC
4/20、21

4/21

ピクルスが悲願の優勝
ー 9人制女子バレーボール大会ー
愛南町のわんぱく力士が大活躍
　　宇和島市営闘牛場特設土俵で「第 7回わんぱく

相撲宇和島場所」が開催され、本町や宇和島市など

の小学生 40 名が参加して大人顔負けの取組で会場

を沸かせました。

　なお、小学 5年生個人戦の部で優勝した森岡夢
ゆ め じ

次

くん ( 僧都小 ) は、7月 28 日 ( 日 ) に両国国技館 ( 東

京都 ) で開催される「第 29 回わんぱく相撲全国大会」

へ出場します。
【大会結果は次のとおり ( 本町選手の優勝、準優勝のみ掲載 )】

個人

　1年生 優勝 福原丈
じょういちろう

一朗 ( 平城小 ) 

　　　　準優勝 梶田栞
か ん な

樹 ( 緑小 )

   2 年生 優勝 宇野伊
い お り

央里 ( 城辺小 )

   3 年生 優勝 橋本柊
と う わ

羽 ( 平城小 )

   5 年生 優勝 森岡夢
ゆ め じ

次 ( 僧都小 )

　　　   準優勝 吉見 翔
かける

( 城辺小 )

   6 年生 準優勝 清水幸
こ う の す け

之助 ( 平城小 )

団体 　  準優勝 愛南 

5/3

1 部優勝 78 2 部優勝 カルテット

写真後列左から橋本柊羽くん、森岡夢次くん
前列左から福原丈一郎くん、宇野伊央里くん

井場木才紀さん
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今月の笑顔パチリ

はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　火・金曜日
●育児 ( 電話 ) 相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

20 日 ( 木 )

ミュージックケア
親子で音楽に合わせ体を動かして遊びます。

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児 ( 電話 ) 相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

9:30 ～ 11:30
5日（水）、19日（水）、7月5日（金）の
サークル活動は御荘夢創造館で行います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00
12 日 ( 水 )

出張ひろば「わんぱく」が始まります。

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」記載

7 月 4 日 ( 木 )

ポケット『おはなし会』

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談
　9日（木）、23日（木） 13:00 ～ 16:00
13 日 ( 木 )、27 日 ( 木 )
その他の曜日はお問い合わせください。
問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

一本松保育所

はまゆう乳幼児保育所

柏保育所

6月の子育てサポートご案内
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水
無
月
俳
句
・
短
歌
集

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
　ご家族等に同意をいただいております。
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島
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床
し
諏
訪
の
杜
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
待
ち
お
り
　
　
　
　
　
　
市
川
コ
マ
ヱ

　
帰
省
の
た
び
線
香
あ
げ
に
来
て
く
れ
る
孫
は
丈
伸
び
大
人
び
て
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
長
田
ハ
ル
子

　
突
然
に
彼
女
を
連
れ
て
帰
る
と
い
う
息
子
の
メ
ー
ル
に
と
ま
ど
う
も
う
れ
し
　
　
　
　
西
﨑
　
文
惠

　
久
久
に
明
る
き
声
に
訪
ね
来
ぬ
頬
美
し
き
乙
女
と
な
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
　
充

（4月受付分）

地区名 子の名 保護者

城 辺 甲 山　中　雄
ゆう

　斗
と

辰
たつ

己
み

城 辺 甲 安　田　芽
め い か

依香 洋
よういち

一

緑　　乙 大　西　　　凛
りん

恒
こう

次
じ

中　　川 松　岡　弘
ひろ

　晃
あき

秀
ひでよし

吉

御荘平城 山　本　愛
あ

　優
ゆ

愛
なる

也
や

御荘平城 埜　下　皓
こう

士
し

朗
ろう

征
ゆき

男
お

御荘平城 中　川　瑛
えい

　翔
と

祐
ゆうへい

平

御荘和口 中　川　莉
り

　乙
お

雄
ゆう

斗
と

（4月受付分）

地区名 亡くなった方 享年

一 本 松 宮　﨑　妙
たえ

　子
こ

77歳

深　　浦 髙　田　ツルヱ 102歳

御荘平城 猪　野　玲
れい

　美
み

75歳

正　　木 平　林　正
まさ

　夫
お

84歳

城 辺 甲 髙　平　シカノ 92歳

赤　　水 若　木　富
ふ み え

美枝 81歳

柏　　崎 増　元　薫
しげ

　久
ひさ

88歳

御荘平山 上　甲　喜
よし

　德
のり

69歳

御荘平山 上　甲　ヤヱコ 74歳

御荘平城   福　田　　　 毅
たけし

74歳

御荘平城 入　江　マサヨ 87歳

柏　　崎 大　西　都
つ く み

久美 84歳

満　　倉 後　藤　キヨ子
こ

95歳

緑　　乙 菊　地　八
や え こ

重子 87歳

蓮 乗 寺   西　本　　　 清
きよし

87歳

御荘平城 倉　田　正
まさ

　彦
ひこ

66歳

城 辺 甲 岡　　　イマ子
こ

88歳

樽　　見 濱　田　友
とも

　重
しげ

93歳

御荘平城 光　井　洋
よう

之
の

助
すけ

68歳

柏 高　橋　正
まさ

　典
ふみ

62歳

満　　倉   光　井　　　 猛
たけし

86歳

御荘平城   松　本　　　 亘
わたる

75歳

御荘平城 虻　川　　　清
せい

91歳

福　　浦 山　本　五
いつ

　男
お

58歳

内　　泊 山　﨑　一
かず

　夫
お

81歳

御荘平城 萩　野　咲
さき

　枝
え

82歳

平　　碆 金　田　リキヱ 83歳

御荘平城 進　　　敏
とし

　昭
あき

59歳

柏 高　川　勝
かつ

　久
ひさ

77歳

御荘平城   畔　地　　　
ゆたか

85歳

久　　良 中　田　トモエ 88歳
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愛なん食育推進 愛なん「海と農」の旬レシピ 第36回
3

　愛南町では、ヒジキ養殖を推進しています。例年 5月末にヒジキの収穫が終わり、6
月に入ると乾燥ヒジキの加工作業が始まります。
　インゲン豆は中南米原産で、17 世紀半ばに隠元禅師 ( いんげんぜんじ ) が中国から伝
えたといわれています。
　「♪ゆさゆさゆれる無敵の海藻～（愛南ぎょレンジャーの歌より）」のヒジキには、特
にカルシウムと鉄分が多く含まれ、良質のたんぱく質（豆類等）とビタミン C（柑橘類等）
との組合せにより、効率よく吸収することができます。「海と農」の名コンビを食べて、
丈夫な体をつくりましょう。

ヒジキとインゲン豆のサラダ

大さじ 3

中 3個

5本

1個

適量

〈材料 (2 人分 )〉
乾燥ヒジキ

ジャガイモ

インゲン豆

ツナ缶

サラダ油

作り方
①水で戻したヒジキを 3分茹で、ザルに上げて流水
で洗い、しっかり水気をきる。

②ジャガイモは皮をむき、7mm厚のいちょう切りに
し、油を熱したフライパンで片面3分ずつ蓋をし
て蒸し焼きにする。コップ半分の水を加えてもよ
い。

③インゲン豆をそのまま 3分茹で、両端を切り落と
して5等分に切る。

④ツナ缶は、よく油をきる。
⑤ボウルに、ドレッシングを混ぜ合わせ、①～④を
入れて全体を混ぜ合わせたら出来上がり。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　先日、ズボンのポケットに広報取材用のメモ帳を入れた
まま洗濯してしまいました。命や家族の次に大事なメモ帳
というわけではなく、内容が判読不能になっていたわけで
もないのですが、今回で 2回目 (3 回目かも ) なので、今後
はこのようなことがないように自らを戒めました。
　必要な情報を収集するために、ヨレヨレになったメモ帳
を最初から読み返してみると、いろいろな行事に出向き、
人と出会い、その時々に感じたことを書き込んでいました。
そのアラビア文字のような走り書きの取材メモから、当時
の感情が脳裏を去来し、この町は魅力満載の本当にすばら
しい町だと改めて感じたのです。

6 月の食材は、ヒジキとインゲン豆です。

　さて、今月号にも取り上げていますが、篠山小学校の児
童は篠山の自然を守る活動について学習し、活動していま
す。また、そのほかの学校でも、総合的な学習の時間など
で、地元の事柄について調査・探求しているのではないで
しょうか。自らの住む土地を理解できる、一昔前にはなかっ
たすばらしい機会だと思います。
　物事を深く知ると、より愛着がわきます。子どもたちには、
愛南町の魅力である美しい自然や温かい人情に多く触れて
もらい、いつまでも愛南町を愛し続ける大人に育ってほし
いものです。

大さじ 1

大さじ 1

小さじ 1

適量

〈ドレッシング〉
マヨネーズ

オリーブオイル

レモン汁

塩コショウ
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